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現行日本史B科目

＜参考＞
○前近代では，「歴史総合（仮称）」で育んだ歴史の学び方を一層高めるため，多様な資料を効果的に活用して歴史を解釈，説明する力を段階的に成長させて歴史を考察し表現する。近現代につなが

る各時代の展開に関わる理解や，我が国の伝統や文化への理解を深める。
○近現代では，「歴史総合（仮称）」で獲得した知識や概念，前近代の学習で成長させた歴史を解釈，説明する力を活用し，地域と日本，世界の相互の関係を捉え，現代につながる諸課題を多面的・多

角的に考察する。 「歴史総合（仮称）」で獲得した概念等に加え，さらに考察を深めるために必要な歴史的な概念等を習得する。

「日本史に関わる探究科目(仮称)」

新必履修科目
「歴史総合(仮称)」

資質・能力

○歴史の展開と資料 -原始・古代の日本と東アジア-

考古資料や文献資料を踏まえて歴史が叙述されること等の理解を

考察する。

考古資料や文献資料を踏まえて歴史が叙述されること等の理解を
もとに，原始・古代の社会や文化の特色を国際環境と関連付けて
考察する。

「歴史総合（仮称）」で習得
した歴史の学び方を活用
して，歴史に関わる諸
事象の意味や意義等
を広く深く考察し探究
する科目

(1) 原始・古代の日本と東アジア
ア 歴史と資料
イ 日本文化の黎明と古代国家の形成
ウ 古代国家の推移と社会の変化

(2) 中世の日本と東アジア
ア 歴史の解釈
イ 中世国家の形成
ウ 中世社会の展開

(3) 近世の日本と世界
ア 歴史の説明
イ 近世国家の形成
ウ産業経済の発展と幕藩体制の変容

(4) 近代日本の形成と世界
ア 明治維新と立憲体制の成立
イ 国際関係の推移と立憲国家の展開
ウ 近代産業の発展と近代文化

(5) 両世界大戦期の日本と世界
ア 政党政治の発展と大衆社会の形成
イ 第一次世界大戦と日本の経済・社会
ウ 第二次世界大戦と日本

(6) 現代の日本と世界
ア 現代日本の政治と国際社会
イ 経済の発展と国民生活の変化
ウ 歴史の論述

○歴史の展開と説明 -近世の日本と世界-

歴史事象の多様な解釈を根拠や論理を踏まえて説明する活動等を
通して，近世社会の安定と動揺，変化への胎動などについて考察
する。

○歴史の構造と地域・日本・世界 -近代の日本と世界-

○歴史の記録と論述 -現代の日本と世界-

適切な主題を設けて，根拠となる資料や事象など歴史的な背景を
踏まえ，現代につながる諸課題について自らの考えを論述する。

○持続可能な社会づくりを
視野に入れて，歴史の展
開の総合的な理解を踏ま
えて，地域や日本，世界の
在り方を意欲的に探究しよ
うとする態度
など

○我が国の歴史の展開に
ついて，歴史を構成する諸
要素・諸領域からの総合的
な理解

○多様な資料を効果的に
収集する，読み取る，まと
める技能

神仏習合，
荘園・公領，
国人一揆，
石高制，
町人文化，
大名知行
制，経世
論，雄藩，
廃藩置県，
超然主義，

憲政の常
道，統帥
権，新体
制運動，
戦後改革，
55年体制，

中流意識，
国際貢献
…等

○歴史の展開と解釈 -中世の日本と東アジア-

諸資料を活用して諸事象の意味や意義を解釈する活動等を通し
て，中世の分立する権力の在り方や，社会変動や文化の主体の
多様化などについて，国際環境と関連付けて考察する。

○諸事象の意味や意義，
特色や相互の関連につい
て，各時代の展開に関わ
る概念等を活用して多面
的・多角的に考察したり，
歴史に見られる課題を把
握し，その解決に向けて構
想したりする力 必履修科目で学んだ概念などを用い，地域と日本，世界の歴史

の相互の関係を地域の資料等を活用して捉え，日本の近代社会
の変化と多様な展開について考察する。
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○世界とその中における日本を広く相互的な視野から捉えて，
近現代の歴史を理解する科目 ○歴史の推移や変化を踏まえ
，課題の解決を視野に入れて，現代的な諸課題の形成に関わ
る近現代の歴史を考察する科目○歴史の大きな転換に着目し
，単元の基軸となる問いを設け，資料を活用しながら，歴史の
学び方を習得する科目
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